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「札
幌
黄
」生
み
の
親

碑

タ

マ
ネ
ギ
の
本
格
的
な
栽
培
を

日
本
に
初
め

て
伝
え
た
札
幌
農
学

校

（
現
北
海
道
大

）
教
授
、
ウ

ィ

リ

ア

ム

・
ペ

ン

・
ブ

ル

ッ
ク

ス

（
米
国
、
１
８
５
１
～
１
９
３
８

年
）
の
功
績
を
た
た
え
る

「
ブ
ル

ッ
ク
ス
博
士
顕
彰
碑
」
が
、
札
幌

村
郷
土
記
念
館

（
札
幌
市
東
区
）

の
前
庭
に
建
て
ら
れ
た
。
札
幌
特

産
の
タ

マ
ネ
ギ

「
札
幌
黄
」
の
原

種
を
米
国
か
ら
取
り
寄
せ
て
栽
培

を
指
導
し
た
こ
と
を
同
記
念
館
保

存
会

（
橋
場
善
光
会
長
）
が
確
認

し
た
。
　

　

　

　

（
片
岡
正
人
）

ブ
ル

ッ
ク

ス
が
札
幌
農
学
校

に

着
任
し
た
の
は
１
８
７
７
年

（
明

治
１０
年
）
。
札
幌
黄
の
誕
生
に
ブ

ル

ッ
ク
ス
が
深
く
関
わ

っ
て
い
た

こ
と
は
、

「
札
幌
村
の
玉
葱
産
地

と
し
て
の
名
声
は
全
く
ブ
ル

ッ
ク

ス
の
指
導
の
賜
物
」
な
ど
と
語

っ

て
い
た
植
物
学
者
、
宮
部
金
吾
（
農

学
校
２
期
生
）
の
発
言
な
ど
か
ら

も
推
測
さ
れ

て
い
た
。

し
か
し
、
い

つ
、
誰
が
、
ど
の

よ
う
に
、
原
種
を
も
た
ら
し
た
の

か
、
長
い
間
は

っ
き
り
し
て
い
な

か

っ
た
。
そ
こ
で
保
存
会
は
６
年

前
か
ら
、
解
明
に
取
り
組
ん
で
い

た
。最

近
に
な

っ
て
、
逢
坂
信
悟
著

「
ク
ラ
ー
ク
先
生
詳
伝
」

（
１
９

、
二
ν
■

５
６
年
）
の
中

に
、
ブ
ル

ッ
ク

ス

が
明
治
１５
年
頃
、
タ

マ
ネ
ギ
栽
培

を
実
地
指
導
し
た
と
す
る
北
海
道

帝
国
大
初
代
総
長
、
佐
藤
昌
介

（
農

学
校
１
期
生
）
の
手
紙

の
内
容
が

紹
介
さ
れ

て
い
る
の
を
確

認
。
さ

ら
に
、
原
種
発
祥
の
地
、
米
ダ

ン

バ
ー
ス
の
古
文
書
館
か
ら
も
貴
重

な
資
料
を
得
た
。

こ
う
し
て
、
ブ
ル
ゾ
ク

ス
が
「
イ

エ
ロ
ー

・
グ

ロ
ー
ブ

・
ダ

ン
バ
ー

ス
」
と
い
う
品
種
を
取
り
寄
せ
て

農
学
校

の
農
園

で
試
作
を
重
ね
、

旧
札
幌
村

の
農
家
、
武
井
惣
蔵
ら

に
直
接
指
導
し

て
、
後

に
札
幌
黄

と
な
る
優
良
品
種
の
生
産
を
成
功

さ
せ
た
と
い
う
業
績
が
具
体
的
に

把
握

で
き
た
。

顕
彰
碑
は
、
１
９
７
８
年
に
設

置
さ
れ
た

「
わ
が
国
の
玉
葱
栽
培

こ
の
地
に
は
じ
ま
る
」
の
碑

の

と
な
り

に
建

て
ら
れ
た
。
高
さ
２

・
２
研
、
幅
１

・
５
研

で
、
碑
文

で
は
ブ

ル

ッ
ク

ス
を

「
″
札
幌
黄
″

の
生
み

の
親

」
と
位
置
付
け
、
そ

の
業
績
を
写
真
と
と
も

に
紹
介
し

て
い
る
。

今
月
４
日
に
行
わ
れ
た
除
幕
式

に
は
秋
元
克
広

。
札
幌
市
長
ら
約

７０
人
が
出
席
。
オ

ン
ラ
イ

ン
参
加

し
た
ブ
ル

ッ
ク

ス
の
ひ
孫
か
ら
も

「
北
海
道
の
農
業
発
展
に
曽
祖
父

が
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
、
感
謝

し
た
い
」
と
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
た
。

同
記
念
館

の
山
田
治
仁
館
長
は

「
長
年
の
宿
題
が
や

っ
と
解
決
し
、

石
碑
も
建

て
る

こ
と
が

で
き
た
。

こ
れ
を
機

に
、
ブ
ル

ッ
ク

ス
博
士

の
功
績
が
末
永
く
後
世

に
伝
え
ら

れ
れ
ば

」
と
話
し

て
い
る
。

ブ
ル
ッ
ク
ス
博
士
顕
彰
碑
の
設
置
を

▲

喜
ぶ
札
幌
村
郷
上
記
念
館
の
山
田
館

長

（右
）
と
玉
井
晶
子
事
務
局
長

Kita
Cul
キタカル

タマネギ栽培ブルックス博士顕彰

―

ヽ
ヽ日
'

一　
１
に
し
１

，
Ｖ

）
′
く
Ｌ

　

Ｉ
′
、
一言
ロ
ー
、

テ

′

る
。
９
月
１
日
現
在
の
選
挙
人

名
簿
登
録
者
数
は
２
万
９
１
２

３
人
。

札
幌
市
の
市
制
施
行
１
０
０

周
年
を
記
念
し
た
特
別
展

「
札

幌
市
制
の
１
０
０
年
」
が
市
中

央
図
書
館

（
同
市
中
央
区
）

で

始
ま

っ
た
。
同
図
書
館
が
所
蔵

て
こ
な
い
と
江
剛

報
が
あ
っ
た
。
日

捜
索
し
た
と
こ
ス

し
て
い
る
関
係
奮

点
が
並
び
、
市
の

て
知
る
こ
と
が
不

１３
日
ま
で
。

特
別
展
で
は
、一

札
幌
駅
や
時
計
合

ど
、
テ
ー
マ
別
ぽ

さ
れ
て
い
る
。
ま

６
年
に
描
か
れ
た

み
や
地
形
を
立
伏

札
幌
丘
珠
空
港

（
札
幌
市
東
区
）

の
滑
走
路
を
１
８
０
０
研

に
延
伸
す

る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
同
空
港

の
将
来
像
案

に

つ
い
て
札
幌
市
は
２８

日
、
パ
ブ
リ

ッ
ク

コ
メ
ン
ト

（
意
見

公
募

）
な
ど

で
、
賛
否

に
関
す
る
意

見
の
う
ち
大
半
が
賛
成
だ

っ
た
と
発

表
し
た
。

札
幌
市
意
見
公
募

市
は
１
８
３
７
人
か
ら
計
３
８
５

５
件
の
意
見
を
集
め
た
。
将
来
像
案

に
関
す
る
意
見
の
う
ち
、
賛
否
に
つ

い
て
は
３６
・
４
％

（１
３
３
２
件
）

で
、う
ち
賛
成
は
８２
ｏ
２
％
だ
っ
た
。

賛
成
意
見
と
し
て
は

「空
港
の
機

能
強
化
が
必
要
」

「路
線
の
拡
充
に

札
幌
市
の
歩
み

特

中
央
図
書
館
時
計
台
な
ど
テ
ー
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